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これまでの MF の利用に関する研究は，多くの場合，ある特定の MFI をとりあ
げ，当該 MFI を利用する女性および住民組織（グループ）の分析をおこなってき
た［e.g. Anderman & Kropp 2006; Endeley 2001; Kevane 2002］．そのような分析
対象の選定法に起因して，女性や既存の住民組織が複数の MFI の融資を組み合わ





































図 2．ハナーミ会員の年齢構成（2009 年）(筆者作成 )
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コ村には，ブワム語（Buamu）を話すブワ（Bwa）の人びとが主に居住している．
人口は 3,046 人（2006 年時点）であり，主な生業は農業である．
調査村には 13 の女性住民組織が存在していた．これは，近隣 2 村（ほぼ同じ
人口規模）ではそれぞれ 2 つの女性住民組織が存在していたことと比較すると多






営であった．設立当初の会員数は 35 名であったが，2011 年には 54 名で活動して
いた．30 代の会員が約半数であり（図 2），就学歴があるのは会員の 3 割，識字
教育を受けた経験者は 4 割であった．平均年齢が 47.6 歳の幹部 11 名のうち，3 名
に就学歴があり，書記と代表のみ公用語のフランス語を習得していた．
マイクロファイナンス機関の活用とハナーミによる交渉
ハナーミは，2004 年から MF の利用を開始した．これまで，政府系の女性報酬
活動支援基金（FAARF: Fonds D'Appui aux Activites Remuneratrices des Femme以下，
支援基金），基金のパサコンゴ地域開発連帯基金（FONSDEV: Fonds de Solidarité 
pour le Développement Zone de Passakongo 以下，連帯基金），カトリック系 NGO
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支援基金＝女性報酬活動支援基金（FAARF: Fonds D’Appui aux Activites Remuneratrices des Femmes）
連帯基金＝パサコンゴ地域開発連帯基金（FONSDEV: Fonds de Solidarité pour le Développement Zone de Passakongo）
アシエナ（AsIEnA: Association Inter Instituts Ensemble et Avec）
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［事例 1：利用開始時期の延期］ハナーミが支援基金からの借り入れ手続きを始め

















れることなく複数の MFI から融資を受けてきた．さらに 2007 年の同じ時期に支
援基金と連帯基金の MFI から融資を受けた．それぞれの返済時期は，ほぼ重なっ
表 2．ハナーミのクレジット借入と返済期間（2007 ～ 2009 年）
年 2007 2008 2009










支援基金＝女性報酬活動支援基金（FAARF: Fonds D’Appui aux Activites Remuneratrices des Femmes）
連帯基金＝パサコンゴ地域開発連帯基金（FONSDEV: Fonds de Solidarité pour le Développement Zone de Passakongo）
アシエナ（AsIEnA: Association Inter Instituts Ensemble et Avec）
I I 
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ていた．各 MFI に対して，期日に遅れず返済したことを評価され，2008 年には
アシエナと支援基金，2009 年には支援基金と連帯基金の返済期間が重なっていた




2006 年に NGO アシエナのスタッフによってもちこまれた「健康のおかね（lohe 
buie wari）」という活動である．アシエナは，老後のために毎月貯蓄をさせること
を目的に，主に女性住民組織を対象としてこの活動を普及させていた．ブルキナ
ファソでは 200 以上の組織（2009 年時点），パラコ村ではハナーミに加えて 2009
年から新たに 4 組織がこの活動をおこなっていた（2011 年時点）．
ハナーミの「健康のおかね」の活動の構成員は，ハナーミ会員以外の 18 名の
村の女性を加えた，計 72 名であった．会員は，毎月 500CFA フラン（以下，フラ
ンと表記：約 100 円）(5) を会費として支払っていた．そのうちの 450 フラン（2009
年 3 月から 2010 年 6 月）(6) を貯蓄用とし，50 フランは緊急時 (7) のための保険と
していた．この貯蓄金が，クレジットとして運用されていた．原資はこの貯蓄金
に加えて，クレジットの返済時の利子であり，2006 年から 2009 年まで増加し続









































































































































2010 年 6 月に終了した．それ以後，アシエナとともに活動を継続することはせず
に，新たに自分たちだけで運営する「健康のおかね」の活動を開始していた．
これに加えてハナーミは，「白人から得た資金 (8)」を元手にして 2010 年 7 月か






開始した．さらにハナーミは 2009 年 7 月からは自転車貸出料を元手にしたハー
ロキュアワリ（haaro-cua wari 自転車のおかね）という MF も開始していた（表 3）．





子も含めてその日のうちに返済することになった（2010 年 1 月 10 日事例）．
会員のマイクロファイナンス利用




娘），孫息子 2 人（次男の息子）の計 4 人であった．夫は 2002 年に事故で他界し
た。次男は，モロコシやトウジンビエを生活費のかわりに SC さんに提供してい
た．SC さんは，孫に服などを買い与え，MF を利用して孫 3 人の学費も支払って
いた．2004 年から 2009 年にいたるまで，SC さんはハナーミが融資を受けてきた
MFI からほぼすべての機会を通してクレジットの融資を受けてきた．2007 年から
は，MFI からの融資を受けることにくわえて ｢ 健康のおかね ｣ の資金も頻繁に利
用してきた（表 4）．さらに SC さんは新 ｢ 健康のおかね ｣ やグループモンワリの
利用も始めていた (9)．
参与観察と聞き取りをもとに，SC さんの雨季 1 ヶ月（2009 年 7 月 22 日から 8
月 22 日）の収支を概算したところ，地酒作り，野菜販売，小商いなど多様な現
金稼得活動から収入を得ていることがあきらかになった．1 ヶ月の収入は 130,125








新「健康のおかね」 2010 年 7 月 貯蓄金 10 2
グループモン・ワリ 2010 年 7 月 援助金 5 2




















































収入合計（= 収入額 + クレジット借入額）






















図 5．SC さんの雨季 1ヶ月の支出入と所持金
（2009 年 7 月 22 日～ 2009 年 8 月 22 日調査より筆者作成）
＊連帯基金＝パサコンゴ地域開発連帯基金
  　（FONSDEV: Fonds de Solidarité pour le Développement Zone de Passakongo）
表 4．SC さんのクレジット借入と返済期間（2007 ～ 2009 年）
年 2007 2008 2009












支援基金＝女性報酬活動支援基金（FAARF: Fonds D’Appui aux Activites Remuneratrices des Femmes）
連帯基金＝パサコンゴ地域開発連帯基金（FONSDEV: Fonds de Solidarité pour le Développement Zone de Passakongo）




























表 5．1ヶ月の支出入《SC さん（61 歳）の場合》
（2009 年 7 月 22 日～ 8月 22 日）
収入項目 収入額 支出項目 支出額
地酒作り 35,500 食費 19,875
野菜販売（パラコ村） 3,676 酒代 5,650
トウガラシ 2,025 衣服代 350
小商い 71,225 雑費 500














(2) Oxfam America など．
(3) 村と首都の距離は約 200 km．
(4) 本来なら，借りた額に利子を加算し，それを 12 で割った額を毎月支払うよう決めら
れていた．しかしハナーミは，毎月借りた額の 10% のみを払い，最後の 2 ヶ月で利
子を返済する方法をとった．
(5) ブルキナファソで使用されている通貨，CFA フラン（セーファー・フラン：Franc de 
la Communauté Financière Africaine）．1 ユーロ≒ 656 フラン．1 フラン = 0.17590 円，
1 円 =5.68513 フラン（2011 年 2 月 16 日時点）．
 http://www.interq.or.jp/world/naoto/benricho/exchange.html（2011 年 3 月 10 日参照）．




(9) これらに加えて SC さんは，ハナーミとは関係がない Agence de Boromo という MFI
のクレジットも個人的に利用していた．
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